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研究方法：12月齢ビーグル犬の P3, P4を予め抜歯を行い、歯槽骨の自然治癒が確認された 8週間後に歯肉
を切開し、顎骨に欠損を作製したのち骨窩洞に実験群（ CO3Ap、ウシ脱灰海綿骨、ハイドロキシアパタイト、
β-TCP ）およびコントロール群（埋植なし）に分け、各種材料の移植を行う。移植 4週および 8週後にマイ
クロ CT および HE 染色によって、形態学的および組織学的に骨再生を観察した。歯槽骨再生の定量化は、第
二大臼歯の舌側セメント質―エナメル質接合部から舌側歯槽骨稜までの距離を計測した。また、抗カテプシン
K抗体および抗 CD31 抗体により破骨細胞と血管内皮細胞の免疫染色を行い、骨リモデリングと血管新生を評
価した。 
結果：歯槽骨再生に関して、CO3Apは 4週間で最も速い歯槽骨再生能と破骨細胞と毛細血管新生が認められ
た。移植8週間では実験群間で同様の骨再生能を示した。また歯槽骨再生の定量化観察では、全ての骨補填材
において同様の治癒能を示した。 
考察および結論：CO3Apは短期間に強固で均一な歯槽骨再生が観察されたことから、垂直的な歯槽骨再生に
おいても有効性が示唆された。 
 
